
２０２１年 １１月 １５日（月） 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 ６８ 号（１面）

政権交代は程遠く
2021年衆院選結果

改
憲
勢
力
の
増
長

今
回
の
衆
院
選
は
、
野
党
側
か
ら

す
る
と
「
政
権
選
択
選
挙
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
は

政
権
交
代
と
は
程
遠
く
、
立
憲
民
主

党
が
1
1
0
議
席
か
ら
96
議
席
に
減

ら
す
上
、
共
に
野
党
共
闘
を
目
指
す

共
産
党
も
12
議
席
か
ら
10
議
席
と
い

う
惨
憺
た
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
方

で
、
改
憲
勢
力
と
見
ら
れ
る
日
本
維

新
の
会
は
11
議
席
か
ら
41
議
席
に
4

倍
近
く
大
躍
進
。
自
民
党
の
減
少
分

を
吸
収
し
た
形
と
な
っ
た
。
し
か
も
、

国
民
民
主
は
躍
進
し
た
日
本
維
新
の

会
に
急
接
近
し
、
共
に
憲
法
改
正
を

目
指
す
自
民
党
補
完
勢
力
へ
と
豹
変

し
た
。

一
方
、
事
前
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で

は
40
～
50
議
席
は
減
ら
す
と
見
ら
れ

て
い
た
自
民
党
が
、
15
議
席
減
の
2

6
1
議
席
、
公
明
が
2
議
席
増
や
し

31
議
席
。
自
民
よ
り
更
に
右
翼
的
な

日
本
維
新
の
会
が
41
議
席
、
第
3
野

党
の
国
民
民
主
党
11
議
席
な
ど
、

“
改
憲
勢
力
“
が
衆
議
院
の
3
分
の

2
を
上
回
る
4
分
の
3
に
当
た
る
3

5
2
議
席
を
獲
得
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
立
憲
民
主
の

枝
野
代
表
は
責
任
を
取
っ
て
辞
意
を

表
明
し
、
年
内
に
も
代
表
選
を
行
う

事
を
表
明
し
た
。

大
物
政
治
家
の
敗
退

こ
の
選
挙
で
大
き
な
注
目
を
集
め

た
の
は
大
物
政
治
家
の
惨
憺
た
る
敗

退
だ
。
東
京
8
区
で
は
、
自
民
党
の

石
原
伸
晃
元
幹
事
長
が
、
立
憲
民
主

党
の
新
人
候
補
に
敗
れ
、
比
例
で
の

復
活
も
な
く
落
選
と
な
っ
た
。
ま
た
、

神
奈
川
13
区
で
は
甘
利
明
、
現
職
幹

事
長
が
前
例
の
な
い
敗
北
を
喫
し
、

比
例
復
活
は
し
た
も
の
の
、
幹
事
長

辞
任
や
む
な
し
に
至
っ
た
。

一
方
、
野
党
で
は
、
立
憲
民
主
党

の
大
ベ
テ
ラ
ン
小
沢
一
郎
氏
が
、
岩

手
3
区
で
自
民
党
の
候
補
に
敗
れ
、

辛
う
じ
て
比
例
復
活
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
茨
城
7
区
で
も
14
回
連
続
当

選
し
て
き
て
、
不
敗
の
男
と
言
わ
れ

た
立
憲
民
主
党
の
中
村
喜
四
郎
氏
も

選
挙
区
で
は
破
れ
、
比
例
で
復
活
し

た
。
し
か
し
、
立
憲
民
主
党
の
平
野

博
文
選
対
委
員
長
（
大
阪
11
区
）
や

辻
元
清
美
副
代
表
（
大
阪
10
区
）
等

は
比
例
復
活
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

今
後
の
動
き

日
本
維
新
の
会
が
大
躍
進
し
た
こ

と
を
受
け
、
早
く
も
国
民
民
主
が
維

新
と
の
連
携
を
強
め
、
改
憲
の
動
き

を
加
速
さ
せ
る
事
を
表
明
し
た
。
国

民
民
主
は
こ
こ
に
来
て
野
党
色
を
投

げ
捨
て
、
自
民
党
補
完
勢
力
と
し
て

の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
。
そ
の
結
果

来
夏
の
参
院
選
と
同
時
に
憲
法
改
正

国
民
投
票
を
実
施
す
る
動
き
が
に
わ

か
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
対
す

る
野
党
勢
力
は
、
立
憲
民
主
の
代
表

選
の
行
方
も
絡
み
、
ど
の
よ
う
な
対

抗
姿
勢
が
組
み
立
て
ら
れ
る
の
か
、

予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

選
挙
結
果
を
受
け
、
大
手
マ
ス
コ

ミ
や
政
権
寄
り
評
論
家
は
、
立
憲
民

主
の
敗
北
は
共
産
党
と
接
近
し
過
ぎ

有
権
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
た
と
言
う
論

調
だ
が
、
そ
こ
に
は
野
党
共
闘
潰
し

の
思
惑
が
見
え
見
え
の
論
調
だ
。

今
回
の
選
挙
結
果
は
立
憲
民
主
の

▼
三
島
市
は
今
年
で
市
制

80
年
を
迎
え
た
。
1
9
4

1
（
昭
和
16
）
年
4
月
29

日
に
旧
三
島
町
と
錦
田
村

が
合
併
し
、
三
島
市
と
な
っ

た
。
静
岡
県
で
6
番
目
の

市
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
当
時
の
人

口
は
三
島
町
が
2
万
8
千
人
余
、

錦
田
村
5
千
2
百
人
余
、
合
計
3

万
5
千
2
百
人
余
の
小
さ
な
市
だ
っ

た
。
▼
そ
れ
よ
り
前
三
島
町
は
、

1
9
3
5
（
昭
和
10
）
年
3
月
末

に
北
上
（
キ
タ
ウ
エ
）
村
と
合
併

し
て
い
た
。
ち
な
み
に
今
の
三
島

市
の
大
き
さ
に
な
っ
た
の
は
1
9

5
4
（
昭
和
29
）
年
4
月
の
三
島

市
と
中
郷
村
と
の
合
併

で
、
人

口
は
6
万
人
弱
。
1
9
5
1
（
昭

和
26
）
年
に
は
市
制
十
周
年
の
祝

賀
行
列
に
、
小
学
生
で
あ
っ
た
筆

者
も
参
加
し
た
記
憶
が
残
っ
て
い

る
。
▼
あ
れ
か
ら
70
年
、
月
日
の

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
小
学
生

が
今
は
老
人
だ
。
80
年
前
の
三
島

を
知
っ
て
い
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
現
在
の
三
島
の
人
口
は
10

万
人
強
、
80
年
前
の
約
3
倍
だ
が

こ
れ
以
上
増
え
る
見
込
み
は
な
い

だ
ろ
う
。
▼
こ
の
80
年
で
三
島
の

町
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
街
中
に

は
ビ
ル
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
、
商
店
街
の
様
子
も
変
わ
っ
た
。

街
中
か
ら
雑
貨
屋
の
数
が
減
り
、

何
軒
か
あ
っ
た
洋
品
屋
や
履
物
屋

も
少
な
く
な
っ
た
。
半
紙
に
朱
赤

筆
の
品
書
き
が
軒
に
貼
ら
れ
て
い

る
乾
物
屋
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
代
わ
り
目
立
っ
て
増
え

た
の
は
居
酒
屋
や
飲
食
店
だ
。
三

島
の
町
は
以
前
か
ら
飲
み
屋
が
多

い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
と
は
い

え
寂
し
い
気
が
す
る
。
▼
三
嶋
大

社
か
ら
広
小
路
駅
へ
の
道
を
、
ザ
ッ

ク
を
背
負
い
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
て

い
る
観
光
客
ら
し
き
方
々
を
多
く

見
受
け
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と

だ
が
、
土
産
物
を
扱
っ
て
い
る
店

も
あ
ま
り
な
い
。
観
光
客
が
三
島

に
来
た
証
に
持
っ
て
帰
り
た
く
な

る
よ
う
な
、
三
島
に
住
む
人
が
誇

れ
る
よ
う
な
名
物
を
開
発
し
て
欲

し
い
。
▼
そ
れ
か
ら
、
通
り
に
面

し
た
商
店
街
の
店
構
え
は
、
宿
場

町
の
風
情
が
あ
る
よ
う
に
統
一
で

き
な
い
も
の
か
。
宿
場
町
と
三
島

の
水
辺
。
駅
前
開
発
や
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
に
膨
大
な
税
金
を
使
う
よ

り
も
、
昔
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
本

屋
や
古
本
屋
を
復
活
し
て
、
水
辺

の
散
策
と
宿
場
町
、
文
化
的
な
雰

囲
気
が
漂
う
三
島
の
商
店
街
を
再

建
し
た
い
も
の
だ
。

〈
啓
〉

選
挙
の
季
節
で
あ
る
。
昨
今
の

日
本
共
産
党
へ
の
期
待
感
、
共
感

は
自
公
政
権
を
終
わ
ら
せ
た
い
と

思
う
市
民
層
に
は
い
や
が
上
に
も

高
い
。
野
党
共
闘
の
核
で
あ
る
立

憲
民
主
が
足
踏
み
す
る
と
ケ
ツ
を

叩
き
、
ぶ
れ
る
と
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
。
傍
か
ら
見
て
い
て
も
絶
妙

な
舵
取
り
と
感
じ
さ
せ
る
。

そ
う
し
た
声
の
中
に
は
、
来
年

1
0
0
年
に
な
る
日
本
最
古
の
国

政
政
党
・
共
産
党
に
対
す
る
無
謬

に
近
い
神
話
を
信
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
声
が
あ
る
。

そ
ん
な
声
を
聞
く
と
私
の
天
邪
鬼

が
疼
く
。
以
下
の
話
は
、
市
民
ひ

ろ
ば
の
見
解
と
何
の
関
係
も
な
い

私
の
与
太
話
で
す
。

半
世
紀
前
の
共
産
党
は
、
い
わ

ば
「
社
民
主
要
打
撃
論
」
に
立
ち
、

事
あ
る
ご
と
に
、
社
会
党
に
対
峙

し
て
来
た
。
勝
て
も
し
な
い
選
挙

区
に
必
ず
と
い
う
ほ
ど
共
産
候
補

を
擁
立
、
自
民
を
勝
た
せ
た
と
い

う
の
が
旧
社
会
党
や
労
組
幹
部
の

愚
痴
で
あ
っ
た
。
大
衆
運
動
で
も

原
水
爆
禁
止
運
動
な
ど
で
分
裂
を

持
ち
込
ん
だ
の
は
共
産
党
の
方
で

は
な
い
か
。

戦
後
民
主
主
義
を
曲
が
り
な
り

に
も
支
え
た
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ

ク
が
崩
壊
し
た
の
は
権
力
の
ア
メ

と
ム
チ
（
ア
メ
は
政
権
与
党
に
懐

柔
、
連
立
政
権
に
引
き
寄
せ
た
こ

と
）
に
や
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
共

産
党
の
左
か
ら
の
分
裂
攻
撃
の
性

で
は
な
か
っ
た
か
。
社
会
党
・
総

評
が
健
在
な
ら
安
倍
の
安
保
法
制

な
ん
か
通
さ
せ
は
し
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
ロ
ー
ト
ル
の
愚
痴
で
あ

る
。学

生
運
動
で
は
、
共
産
党
指
導

に
従
わ
ぬ
学
生
を
排
除
し
て
来
た

た
め
に
、
マ
ス
コ
ミ
用
語
で
反
日

共
系
全
学
連
、
後
に
全
共
闘
な
る

学
生
集
団
を
生
み
出
し
た
。
彼
ら

は
5
流
13
派
な
ど
と
い
わ
れ
る
新

左
翼
諸
党
派
を
形
成
し
、
圧
倒
的

な
無
党
派
学
生
を
巻
き
込
み
70
年

安
保
を
闘
っ
た
。
彼
ら
の
主
た
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
反
帝
・
反
ス
タ
」

（
反
帝
国
主
義
・
反
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
）
の
反
ス
タ
と
は
党
の
方
針

と
統
制
に
従
わ
せ
よ
う
と
し
た
共

産
党
へ
の
ア
ン
チ
と
し
て
心
情
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
大
衆
性
は

彼
ら
に
あ
っ
た
。

青
年
労
働
者
の
中
で
も
、
65
年
、

社
会
党
・
総
評
で
作
ら
れ
た
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
反
対
、
日
韓
条
約
批
准

反
対
の
「
反
戦
青
年
委
員
会
」
に

結
集
す
る
者
が
労
働
運
動
で
も
発

言
を
強
め
、
反
戦
派
労
働
者
と
よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
組
合
大

会
で
も
民
同
幹
部
を
批
判
し
、

「
暁
の
脱
走
」
と
皮
肉
ら
れ
た
安

易
な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
中
止
や
妥
結

に
反
対
し
た
。
共
産
党
は
組
合
内

で
彼
ら
と
対
立
、
「
旧
三
派
・
革

マ
ル
・
反
戦
青
年
委
員
会
の
暴
力

集
団
」
と
呼
び
排
除
を
主
張
、
ひ

と
ま
と
め
に
ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
な
ど

と
攻
撃
し
た
。
ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
暴

力
集
団
が
入
り
込
む
と
し
て
共
産

党
が
反
対
し
、
社
共
統
一
集
会
が

開
け
な
く
な
っ
て
い
た
。
丁
度
こ

の
頃
、
私
は
伊
東
で
高
校
教
員
を

し
て
い
た
。
69
年
6
月
の
静
岡
県

伊
東
市
で
ア
ス
パ
ッ
ク
（
ア
ジ
ア

太
平
洋
閣
僚
会
議
）
が
開
催
さ
れ

た
。
社
共
は
分
裂
、
共
産
党
は
開

催
日
の
前
日
に
、
社
会
党
は
開
催

日
に
反
対
集
会
・
デ
モ
を
行
っ
た
。

社
会
党
・
県
評
主
催
の
反
対
集
会

の
横
で
、
機
動
隊
と
学
生
が
衝
突
、

ガ
ス
弾
と
投
石
で
成
田
社
会
党
委

員
長
の
演
説
の
声
は
か
き
消
さ
れ

た
。
掛
川
西
高
の
生
徒
４
名
も
逮

捕
さ
れ
後
の
掛
西
紛
争
と
な
っ
た
。

既
に
社
会
党
・
総
評
で
は
統
制

が
出
来
な
く
な
っ
た
反
戦
青
年
委

員
会
を
凍
結
し
て
い
た
が
、
三
派

系
全
学
連
と
自
主
動
員
か
け
た
各

県
反
戦
青
年
委
員
会
が
機
動
隊
と

激
突
し
た
。
社
会
党
・
県
評
が
凍

結
し
た
静
岡
県
反
戦
青
年
委
員
会

も
白
ヘ
ル
を
被
っ
て
隊
列
に
加
わ
っ

た
。
県
反
戦
の
凍
結
を
決
め
た
の

は
現
在
の
県
の
社
民
党
顧
問
・
レ

ジ
ェ
ン
ド
の
Ｓ
氏
（
新
幹
線
を
停

め
た
男
）
で
あ
っ
た
。

新
左
翼
も
、
安
保
闘
争
の
敗
北

の
中
、
内
ゲ
バ
を
繰
り
返
し
1
0

0
人
も
の
死
者
を
出
し
、
あ
さ
ま

山
荘
の
事
件
な
ど
で
大
衆
に
見
放

さ
れ
孤
立
化
し
て
い
っ
た
。
今
の

連
合
に
は
反
戦
青
年
委
員
会
の
残

滓
も
な
い
。
二
転
三
転
し
た
時
世

で
、
共
産
党
は
生
き
残
り
、
今
、

野
党
共
闘
を
牽
引
し
て
い
る
。

今
は
昔
の
教
訓
を
共
産
党
は
活

か
し
て
い
る
（
党
は
そ
ん
な
総
括

は
し
て
い
な
い
が
）
と
信
じ
た
い
。

私
に
は
そ
ん
な
風
に
見
え
る
。

〈
金
原
〉

安
倍
・
菅
政
権
の
悪
政
を
引
き
継
ぐ
岸
田
政
権
が
登
場
し
、
い
き
な
り

解
散
に
打
っ
て
出
た
。
選
挙
前
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
自
民
党
は
50
議
席

前
後
減
ら
す
と
の
予
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
は
自
民
党
は
微
減
に

と
ど
ま
る
一
方
、
野
党
共
闘
の
枢
軸
で
あ
る
立
憲
民
主
は
14
議
席
も
減
ら

し
、
共
産
党
も
2
議
席
減
ら
す
想
定
外
の
事
態
で
、
野
党
共
闘
を
目
指
す

立
憲
・
共
産
に
取
っ
て
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

敗
北
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
主
た
る

原
因
は
立
憲
民
主
の
野
党
共
闘
に
対

す
る
姿
勢
が
あ
い
ま
い
で
、
立
憲
や

国
民
民
主
の
背
後
で
共
産
党
排
除
を

狙
い
野
党
共
闘
を
妨
害
す
る
労
働
組

合
連
合
の
動
き
と
、
そ
の
顔
色
を
伺

う
立
憲
民
主
党
指
導
部
の
煮
え
切
ら

な
い
態
度
に
、
従
来
か
ら
の
立
憲
支

持
者
が
離
れ
て
い
っ
た
事
が
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

静
岡
5
区
、
6
区
の
結
果

マ
ス
コ
ミ
の
予
想
通
り
5
区
で
は

細
野
氏
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
細
野
氏

は
前
回
よ
り
1
万
票
を
減
ら
す
も
の

の
、
自
民
党
吉
川
票
を
3
万
票
以
上

奪
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
創
価

学
会
婦
人
部
も
相
当
数
細
野
支
援
に

回
っ
た
よ
う
だ
。
細
野
陣
営
の
電
話

作
戦
で
「
細
野
を
よ
ろ
し
く
、
比
例

は
公
明
党
で
」
と
の
電
話
が
多
数
か

か
り
、
「
細
野
、
公
明
入
党
か
」
と

見
間
違
う
者
も
い
た
と
か
？

細
野
氏
は
元
々
、
東
レ
労
組
と
は

深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
連
合
静
岡

は
自
民
党
入
り
を
目
指
す
細
野
氏
と

は
縁
が
切
れ
た
と
公
言
す
る
が
、
東

レ
労
組
を
は
じ
め
と
し
て
相
当
数
が

水
面
下
で
細
野
支
持
で
動
い
た
模
様

で
あ
る
。

6
区
か
ら
出
馬
し
た
維
新
山
下
こ

う
き
候
補
は
元
細
野
氏
の
秘
書
、
彼

の
出
馬
の
裏
話
は
、
細
野
氏
が
山
下

氏
の
出
馬
を
促
し
た
と
い
う
も
の
。

渡
辺
周
氏
は
山
下
氏
の
出
馬
が
な

け
れ
ば
勝
て
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

前
回
で
の
周
氏
票
の
相
当
数
が
山

下
氏
に
回
っ
た
。
6
区
で
勝
利
し
た

勝
俣
氏
は
二
階
派
、
勝
俣
支
援
で
細

野
氏
が
山
下
氏
を
押
し
た
と
思
わ
れ

る
。5

区
、
小
野
候
補
は
連
合
か
ら
の

応
援
は
殆
ど
な
く
、
そ
の
一
方
で
、

共
産
党
等
が
関
係
す
る
「
市
民
連
合

等
の
集
会
で
挨
拶
す
れ
ば
推
薦
を
取

り
消
す
」
と
脅
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

で
も
市
民
の
応
援
を
得
て
終
盤
で
は

自
民
吉
川
を
追
い
上
げ
る
と
こ
ろ
ま

で
支
持
を
広
げ
、
5
万
票
を
獲
得
し

た
。

〈
考
〉

三
島
市
は
三
島
駅
南
口
東
街
区

の
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
準
備
組

合
が
再
策
定
し
た
内
容
と
資
金
計

画
に
つ
い
て
市
議
会
議
員
へ
の
説

明
会
が
10
月
21
日
に
お
こ
な
わ
れ

た
。
だ
が
、
質
問
は
一
人
1
分
限

り
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
初
め
か
ら

茶
番
説
明
会
の
疑
い
が

大
き
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
工
事

費
は
8
億
円
増
加
し
て

2
0
9
億
円
。
市
、
県
、

国
の
補
助
金
は
13
億
円

増
と
し
、
市
の
負
担
分

は
4
億
円
増
え
て
、
29

億
円
に
な
っ
た
。
そ
の

他
に
、
駐
車
台
数
増
加

の
取
得
費
2
億
円
を
含

め
る
と
市
の
負
担
は
38

億
円
で
、
工
事
費
の
値

上
が
り
が
見
込
ま
れ
て
、

更
に
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
。

施
設
計
画
で
は
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
の
4
階
部
分
に
健
康
、

医
療
、
子
育
て
等
の
公
益
施
設
と

な
る
予
定
で
あ
る
が
、
当
初
の
広

域
医
療
拠
点
と
い
う
再
開
発
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
更
に
薄
め
ら
れ
そ
う

だ
。
西
街
区
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
広

域
観
光
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
実
際

に
は
観
光
案
内
所
も
存
在
し
な
い
、

単
な
る
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
を
実
証

し
て
い
る
。

地
下
構
造
の
調
査
は
三
島
市
と

準
備
組
合
が
14
カ
所
調
査
し
た
と

報
告
さ
れ
い
る
が
、
公
開
に
つ
い

い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
準
備
組

合
は
公
的
機
関
で
な
い
の
で
公
開

で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

よ
う
だ
。

地
質
学
の
専
門
家
の
話
に
よ
る

と
、
東
街
区
の
場
所
は
溶
岩
流
の

末
端
で
溶
岩
洞
窟
が
で
き
て
い
る

可
能
性
大
き
い
。
現
に
北
口
の
駐

輪
場
の
前
の
交
差
点
の
下
に
は
大

き
な
溶
岩
洞
窟
が
存
在
し
て
い
る
。

き
ち
ん
と
調
査
し
て
工
事
を
進
め

な
い
と
、
三
島
の
宝
で
あ
る
湧
水

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

ま
た
市
民
の
税
金
が
使
わ
れ
る

事
業
で
あ
る
の
に
、
費
用
対
効
果

の
計
算
の
や
り
直
し
も
な
さ
れ
て

い
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
建
物

の
位
置
や
高
さ
が
当
初
の
計
画
か

ら
大
き
く
変
更
が
行
わ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
の
点
数
差

で
指
名
を
取
っ
た
企
業
グ
ル
ー
プ

が
事
業
を
継
続
し
て
計
画
を
進
め

る
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。
民
有
地

が
あ
る
と
言
っ
て
も
大
部
分
は
市

有
地
で
あ
る
。
市
民
の
財
産
を
無

駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
。〈

小
野
〉
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共
産
党

今
は
昔
の
与
太
話
し

南口東街区の再開発にものもうす

書
き
留
め
て

あ
さ
の

か
ず
こ

今
に
な
お
戦
火
に
身
を
焼
く
少
年
よ

「
バ
ク
ダ
ッ
ト
燃
ゆ
」
の
ペ
ー
ジ
に
重
な
り

ー
「
バ
ク
ダ
ッ
ド
燃
ゆ
」
は
岡
野
弘
彦
さ
ん
（
97
歳
）
の
歌
集
ー

遠
い
日
の
夜
行
列
車
の
窓
近
く
薄
墨
い
ろ
に

う

す
ず
み

明
け
ゆ
く
京
都ー

新
聞
列
車
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
ー


